
に
か
け
て
は
鋼
板
類
や
条
鋼 

類
、
兵
器
材
料
の
特
殊
鋼
等

多
品
種
の
鋼
材
を
製
造
し
て

い
た
が
、
八
幡
製
鐵
・
新
日

鉄
時
代
に
他
の
製
鉄
所
が
強

化
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
生

産
品
種
も
減
少
し
、
現
在
で

は
表
面
処
理
鋼
板
や
電
磁

鋼
板
を
始
め
と
す
る
薄
鋼
板

と
、
一
部
の
条
鋼
・
鋼
管
の

製
造
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

 

粗
鋼
の
生
産
量
は
年
間

３
６
６
万
ト
ン
（
二
〇
〇
九

年
度
、
新
日
鉄
時
代
の
粗
鋼

生
産
量
の
約
１
３
％
）
。
敷

地
面
積
は
戸
畑
・
八
幡
両
構

内
を
合
わ
せ
て
１
５
０
５
万

㎡
（
二
〇
〇
九
年
時
点
）
。

従
業
員
数
は
２
８
５
６
人

（
二
〇
一
〇
年
時
点
）
。 

＊
八
幡
製
鐵
所
＊ 

福
岡
県
北
九
州
市
に
あ
る

製
鉄
所
（
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
）

で
あ
る
。 
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二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四

年
）
一
〇
月
に
新
日
本
製
鐵

と
住
友
金
属
工
業
が
合
併
し

て
新
日
鐵
住
金
と
な
り
、
二

〇
一
四
年
（
平
成
二
六
年
）

四
月
一
日
に
旧
・
住
友
金
属

工
業
小
倉
製
鐵
所
と
統
合
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
「
小
倉
製

鐵
所
」
は
「
小
倉
地
区
」
と

し
て
当
製
鐵
所
の
一
部
と
な

っ
た
。
八
幡
製
鐵
所
の
う
ち
、

旧
本
事
務
所
、
修
繕
工
場
、

旧
鍛
冶
工
場(

福
岡
県
北
九

州
市)

、
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン

プ
室(

福
岡
県
中
間
市)

の
四

資
産
が
「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産 

製
鉄
・
製
鋼
、
造

船
、
石
炭
産
業
」
（
全
二
三

資
産
）
の
構
成
資
産
と
し
て

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。 

概
要 

一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四

年
）
に
操
業
を
開
始
し
た
官

営
製
鉄
所
を
前
身
と
す
る
。 

一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇 

を
吐
露
し
た
一
首
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
〈
東
風
吹
か

ば
匂
い
起
こ
せ
よ
梅
の
花

…
〉
早
熟
の
天
才
児
。
政
争

の
惨
敗
者
。
ふ
た
つ
の
面
影

を
花
に
映
じ
た
、
梅
の
人
で

あ
る
。
立
春
、
雨
水
、
啓
蟄
、

と
連
な
る
二
十
四
節
気
を
、

さ
ら
に
細
か
く
分
け
た
暦
の

節
目
を
七
十
二
候
と
い
う
。

〈
春
風
解
凍
（
は
る
か
ぜ
こ

お
り
を
と
く
）
〉
も
、
そ
の

一
つ
で
あ
る
。
「
東
風
」
に

縁
の
深
い
学
問
の
神
様
が
、

受
験
生
を
励
ま
し
て
い
る
言

葉
に
聞
こ
え
な
く
も
な
い
。

厳
寒
の
な
か
、
ほ
か
の
花
に

先
駆
け
て
咲
く
梅
は
春
告
草

（
は
る
つ
げ
ぐ
さ
）
と
も
呼
ば
れ

る
。
不
安
と
焦
燥
の
氷
塊
を

胸
に
、
そ
の
解
凍
の
春
到
来

を
一
刻
も
早
く
告
げ
て
欲
し

い
時
期
で
あ
ろ
う
。
２
８
年

度
も
年
度
末
を
迎
え
る
。 

先
月
の
祝
日
に
「
建
国
記 

 

本
年
当
初
か
ら
精

力
的
に
活
動
す
る
小

池
都
知
事
が
１
月
１

２
日
に
築
地
市
場
を

視
察
し
、
業
者
ら
と

意
見
交
換
し
た
。 

移
転
す
る
か
ど
う
か
の
早

期
決
断
を
望
む
声
が
あ
る
一

方
、
都
へ
の
根
強
い
不
信
を
口

に
す
る
業
者
も
。
小
池
氏
は
豊

洲
市
場
用
地
で
２
０
１
４
年

か
ら
続
け
て
い
る
地
下
水
検

査
の
結
果
を
み
て
、
移
転
の
可

否
の
判
断
の
時
期
を
早
め
る

可
能
性
に
も
言
及
し
た
。
「
政

治
で
は
な
く
科
学
的
な
食
の

安
全
の
問
題
。
検
査
結
果
を
確

認
し
、
行
程
表
に
沿
っ
て
移
転

に
つ
い
て
判
断
し
た
い
」
と
業

界
団
体
代
表
ら
と
築
地
市
場 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
係
員
・
飯
島

ま
で 

雑
記
帳 

そ
こ
ま
で
春
が
… 

る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。 

「
決
断
を
早
く
し
て
貰
わ

な
い
と
動
き
よ
う
が
な
い
。

我
々
の
要
望
は
正
確
に
理
解

さ
れ
て
い
る
」
。.

懇
談
で
「
年

度
内
（
３
月
末
ま
で
）
の
決

断
を
」
と
小
池
氏
に
求
め
た

業
界
団
体
築
地
市
場
協
会
の

伊
藤
裕
康
会
長
は
話
し
た
。

一
方
、
水
産
仲
卸
を
営
む
関

戸
富
夫
（
８
７
）
さ
ん
は
「
食

の
市
場
の
未
来
を
見
据
え
、

焦
ら
ず
慎
重
な
判
断
を
」
と

願
う
。
移
転
を
一
旦
見
直
し

た
小
池
氏
に
感
謝
し
て
い
る

と
言
い
、
こ
の
日
花
束
も
用

意
し
た
。
「
小
池
コ
ー
ル
」

で
歓
迎
す
る
業
者
も
多
く
見

ら
れ
た
。
別
の
水
産
仲
卸
社

長
（
６
９
）
は
「
都
に
は
散
々 

  

裏
切
ら
れ
て
き
た
。
安
全
は

無
論
だ
が
、
豊
洲
で
築
地
同

様
に
市
場
が
栄
え
る
の
も
都

の
仕
事
。
今
日
の
築
地
の
活

気
を
、
知
事
は
判
断
の
時
に

思
い
出
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。 

 

Ｋ
・
ド
ラ
ゴ
ン 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 

天
神
様
、
菅
原
道
真
は
幼

い
名
を
「
阿
呼
（
あ
こ
）
」
と

い
っ
た
。
５
歳
の
と
き
詠
ん

だ
歌
が
伝
わ
っ
て
い
る
。〈
梅

の
花
紅
の
色
に
も
似
た
る
か

な
阿
呼
の
頬
に
も
つ
け
た
く

ぞ
あ
る
〉
後
年
、
大
宰
府
に

左
遷
の
身
と
な
っ
た
折
、
見

納
め
の
庭
木
に
悲
痛
な
心
情 

 

↑
世
界
遺
産
の 

旧
本
事
務
所 

念
日
」
が
あ
っ
た
、
昔
は
紀

元
節
と
い
い
、
別
名
梅
花
節

と
も
い
わ
れ
る
。
今
季
最
大

の
寒
波
が
襲
い
、
水
戸
偕
楽

園
の
桃
色
の
梅
花
に
雪
が
積

も
っ
て
、
珍
し
い
装
い
の
風

情
を
報
道
で
見
た
。
身
の
回

り
を
温
か
く
し
て
、
も
う
ひ

と
踏
ん
張
り
で
あ
る
。
浮
世

の
辛
苦
を
知
る
〝
梅
の
人
〟

も
き
っ
と
天
上
か
ら
見
守
っ

て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。 

 
 

 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

 

日
本
の
世
界
遺
産
め
ぐ
り  

そ
の
十
九 

明
治
の
産
革
遺
産
⑬
（
文
化
遺
産
） 

   
（
文
化
遺
産
） 

  
 

 

内
で
懇
談
し
、
そ
う
話
し
た
。

昨
年
示
し
た
行
程
表
で
決 

断
は
「
早
く
て
今
夏
ご
ろ
」 

と
し
た
が
、
こ
の
日
は
記
者 

団
に
前
倒
し
の
可
能
性
を
間 

わ
れ
、
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検 

査
次
第
」
と
含
み
を
残
し
た
。 

検
査
結
果
は
１
４
日
公
表
さ 

れ
２
０
１
か
所
の
調
査
地
点 

の
う
ち
７
２
か
所
で
ベ
ン
ゼ 

ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
環
境 

基
準
を
上
回
っ
た
。
過
去
の 

調
査
と
比
べ
て
急
激
に
濃
度 

が
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
都 

は
今
回
の
結
果
を
「
暫
定
値
」 

と
位
置
づ
け
て
複
数
の
検
査 

機
関
で
再
調
査
を
実
施
し
３ 

月
に
結
果
を
公
表
す
る
。
早 

け
れ
ば
今
年
末
と
さ
れ
て
い 

た
移
転
時
期
が
さ
ら
に
延
び 

      

、 
     

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

年
）
か
ら
操
業
を
続
け
る
釜

石
鉱
山
田
中
製
鉄
所
に
続

き
、
日
本
国
内
で
二
番
目
の

製
鉄
所
で
あ
っ
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
前
に
は
日
本
の
鉄

鋼
生
産
量
の
過
半
を
製
造
す

る
国
内
随
一
の
製
鉄
所
。
一

九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
に

は
官
営
製
鉄
所
が
中
心
と
な

っ
て
民
間
業
者
と
合
同
し
て

日
本
製
鐵
（
日
鉄
）
が
発
足
。

戦
後
の
一
九
五
〇
年
（
昭
和

二
五
年
）
に
日
鉄
は
解
体
さ

れ
八
幡
製
鐵
所
は
八
幡
製
鐵

に
属
す
が
、
一
九
七
〇
年
（
昭

和
四
五
年
）
の
八
幡
製
鐵
・

富
士
製
鐵
合
併
に
よ
る
新
日

本
製
鐵
（
新
日
鉄
）
に
伴
い

新
日
鉄
の
製
鉄
所
と
な
る
。

二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
年
）

の
新
日
本
製
鐵
・
住
友
金
属

工
業
合
併
に
よ
る
新
日
鐵
住

金
の
発
足
に
伴
い
、
同
社
の

製
鐵
所
と
な
っ
て
い
る
。 

官
営
時
代
か
ら
日
鉄
時
代 

二
月
の
報
告 

 

１
５
日
（
水
）
麻
雀
大
会
。 

二
卓
８
名
の
参
加
。
優
勝
は

福
山
さ
ん
で
し
た
。
５
回
目

の
優
勝
。 

       

１
５
日
（
水
）
カ
ラ
オ
ケ
、

「
バ
ン
バ
ン
」
に
て
。
７
名

の
参
加
。 

三
月
の
予
定 

 

１
７
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ 

 

２
０
日
（
祝
）
総
会
と
ビ

ン
ゴ
大
会
。
ぜ
ひ
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
事
務
局
長
） 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

世評・時評 

 

あおい 通信 第 142号 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 



 

 

年
後
に
大
工
見
習
と
し
て
二

年
間
働
き
ま
し
た
が
、
冬
期

の
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は
仕

事
が
無
い
の
で
失
業
保
険
を

も
ら
い
ま
し
た
。生
活
は
少
々

苦
し
か
っ
た
。 

そ
の
後
、
親
父
が
私
を
呼

び
「
東
京
で
働
い
て
み
な
い

か
？
も
し
だ
め
な
ら
戻
っ
て

来
い
」
と
言
わ
れ
、
二
十
二

才
の
時
、
親
父
の
親
戚
が
東

京
で
建
設
会
社
を
し
て
い
て
、

そ
の
息
子
が
私
の
所
へ
迎
え

に
来
て
、
翌
日
の
夕
方
に
は

夜
行
列
車
で
青
函
連
絡
船
に

乗
り
ま
し
た
。
青
森
か
ら
急

行
列
車
に
乗
っ
て
上
野
に
向

か
い
、
翌
朝
九
時
半
に
上
野

着
、
そ
の
日
は
東
京
見
物
で

し
た
。 

三
日
後
か
ら
型
枠
大
工
見

習
い
と
し
て
三
年
間
働
き
ま 

し
た
。
東
京
で
は
冬
期
も
働

け
る
か
ら
助
か
り
、
毎
月
給

料
が
ア
ッ
プ
し
て
、
父
母
へ

の
送
金
も
出
来
ま
し
た
。 

三
十
才
の
時
、
型
枠
大
工

職
長
に
な
り
ま
し
た
。
福
島

県
の
新
幹
線
工
事
に
建
込
み

作
業
現
場
員
と
し
て
三
年
間

働
き
ま
し
た
。 

三
十
八
才
の
時
、
車
の
免

許
を
取
得
し
、
そ
の
後
は
ク

レ
ー
ン
免
許
・
玉
掛
免
許
・

溶
接
免
許
も
取
得
し
ま
し
た
。 

四
十
才
の
時
、
父
母
が
交

通
事
故
死
し
ま
し
た
。
狩
勝

峠
の
道
路
か
ら
の
転
落
事
故

で
し
た
。
私
は
す
ぐ
札
幌
へ

帰
り
、
仕
事
は
し
ば
ら
く
休

業
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
再
度
、
東
京
に

戻
っ
て
働
き
、
型
枠
大
工
を

続
け
て
四
十
四
年
間
続
け
ま

し
た
。 

六
十
二
才
で
引
退
し
ま
し

た
。 

 

あ
お
い
俳
壇
・
歌
壇 

見
上
ぐ
れ
ば 

広
が
る
空
は 

高
き
海 

蒼
き
海
原 

白
雲
の
波 

亡
き
人
よ 

逢
ひ
た
き
人
よ 

一
度
だ
け 

白
雲
分
け
て 

め
ぐ
り
行
き
た
し 

河
西
千
恵
子 

国
後
島
の 

灯
り
の
見
え
る 

五
里
の
海 

近
く
て
遠
き 

戦
後
の
日
本 

海
に
生
ま
れ 

空
へ
と
冬
の 

月
今
宵 

福
山
淳
一 

十
五
年
も
前
に
、
主
人
と

二
泊
三
日
の
旅
行
で
長
野
の

一
軒
家
に
出
掛
け
た
。
旅
館

の
廻
り
は
見
事
な
山
桜
が
迎

え
て
く
れ
る
。
着
い
た
日
は

温
泉
と
長
野
の
方
の
人
情
に

ふ
れ
る
。
翌
日
は
旅
館
の
方

の
勧
め
で
上
田
市
の
南
西
部

に
広
が
る
塩
田
平
。
そ
の
山

裾
に
「
無
言
館
」
が
立
つ
。 

昭
和
の
時
代
、
画
家
を
目

指
し
な
が
ら
戦
火
に
散
っ
た

画
学
生
ら
の
作
品
を
集
め
、

展
示
す
る
慰
霊
の
た
め
の
美

術
館
だ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

作
っ
た
建
物
、
ド
ア
を
開
け

る
と
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人

の
作
品
が
目
に
入
る
。
つ
か 

ま
た
、
桂
は
古
く
か
ら
上 

方
の
名
だ
が
、
三
代
目
の
桂

文
治
が
江
戸
に
下
り
初
代
桂

文
楽
を
名
乗
っ
て
か
ら
江
戸

落
語
界
に
も
定
着
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

噺
家
の
亭
号
・
屋
号
・
家

号
に
は
意
外
と
シ
ャ
レ
が
入

っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

亭
号
が
初
め
て
使
わ
れ
た

の
は
江
戸
時
代
の
三
笑
亭
可

楽
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
人
は
、
は
じ
め
は
「
山

生
亭
花
楽
」
と
名
乗
り
ま
し

た
が
、
の
ち
に
三
笑
亭
可
楽

と
変
え
ま
し
た
。
小
柄
な
人

だ
っ
た
よ
う
で
「
山
椒
は
小

粒
で
ピ
リ
リ
と
か
ら
い
」
の

シ
ャ
レ
で
す
。 

「
三
遊
亭
」
の
創
始
者
は
、

初
代
・
三
遊
亭
円
生
で
す
。

は
じ
め
は
「
山
遊
亭
猿
生
」

と
書
い
た
の
で
す
が
、
ち
ょ

い
と
野
暮
だ
と
感
じ
て
、「
飲

む
、
打
つ
、
買
う
」
の
三
道

楽
を
シ
ャ
レ
て
三
遊
亭
に
し

ま
し
た
。 

二
代
目
・
円
生
の
襲
名
争

い
に
敗
れ
た
弟
子
の
一
人
か

ら
生
ま
れ
た
の
が「
古
今
亭
」

で
す
。 

 
 
 
 

つ
づ
く 

ふ
わ
ふ
わ
亭
、
わ
び
助 

今
回
は
落
語
家
の
【
亭

号
・
屋
号
・
家
号
】
で
す
。 

落
語
家
の
亭
号
（
て
い
ご

う
）
は
、
芸
名
の
う
ち
、
苗

字
に
あ
た
る
部
分
の
こ
と
。

実
際
に
苗
字
の
よ
う
に
扱
わ

れ
、
入
門
し
た
弟
子
は
師
匠

の
亭
号
を
も
ら
い
、
名
の
部

分
は
自
分
個
人
の
も
の
（
師

匠
が
命
名
す
る
場
合
が
多
い
）

を
名
乗
る
。
江
戸
時
代
の
烏

亭
鳶
馬
（
う
て
い
え
ん
ば
）

が
亭
号
を
使
っ
た
落
語
家
の

始
ま
り
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

他
に
古
い
歴
史
を
持
ち
現

在
で
も
多
く
の
落
語
家
が
使

用
し
て
い
る
亭
号
・
屋
号
に

は
三
笑
亭
、
古
今
亭
、
金
原

亭
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

  

桜
の
花
が
咲
く
頃
に 

な
る
と
思
い
出
す 

島
田
㐂
江 

悟
空
〉
で
お
な
じ
み
の
火
焔

山
だ
。
ウ
イ
グ
ル
語
で
赤
い

山
と
呼
ば
れ
る
。 

ト
ル
フ
ァ
ン
巡
り
を
し
た

の
で
二
～
三
案
内
し
よ
う
。 

街
で
目
に
つ
く
の
は
ウ
イ

グ
ル
族
と
、
モ
ス
ク
、
バ
ザ

ー
ル
と
回
教
寺
院
で
景
観
が

異
な
っ
て
い
る
。 

              

高
昌
故
城
と
交
河
故
城 

漢
代
に
盛
え
た
高
昌
国
の

遺
跡
で
あ
る
。
城
内
の
建
築

は
、
す
べ
て
土
を
突
き
固
め

た
も
の
か
、
日
干
し
だ
。 

唐
の
玄
裝
三
蔵
法
師
が
印

度
へ
行
く
と
き
に
高
昌
国
王

の
も
て
な
し
を
受
け
経
を
講

じ
た
城
で
、「
大
唐
西
域
記
」

に
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
今

は
物
音
一
つ
し
な
い
廃
墟
で

あ
る
。
吹
く
風
だ
け
が
栄
枯

盛
衰
を
物
語
っ
て
い
る
。
他

に
ベ
ゼ
ク
リ
ク
石
窟
寺
院
に

も
訪
れ
た
。 

葡
萄
溝
と
カ
レ
ー
ズ 

火
焔
山
の
谷
間
に
流
れ
る

水
が
オ
ア
シ
ス
を
作
っ
て
い

る
。
砂
漠
の
中
の
緑
は
ま
さ

に
行
き
更
え
る
心
地
で
あ
る
。

ま
た
気
候
を
利
用
し
た
干
し

葡
萄
作
り
の
建
屋
が
散
在
す

る
。
火
焔
山
の
ふ
も
と
に
は 

し
て
血
圧
の
上
昇
を
防
い
で

く
れ
ま
す
。
便
秘
解
消
、
大

腸
ガ
ン
予
防
に
も
効
果
が
あ

る
よ
う
で
す
。
風
邪
の
季
節
、

生
姜
は
免
疫
力
を
高
め
る
効

果
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
特
に

冬
、
使
う
と
よ
い
食
材
で
す
。 

材
料 ワ

カ
メ
・
ち
り
め
ん
じ
ゃ

こ
（
し
ら
す
で
も
）
・
生
姜

少
々 ワ

カ
メ
は
水
に
戻
し
て
細

か
く
き
ざ
む
、
生
姜
も
き
ざ

み
、
温
か
い
ご
飯
に
ま
ぜ
合

わ
せ
る
。
簡
単
に
出
来
ま
す

の
で
お
た
め
し
下
さ
い
。 

の
間
の
休
息
の
姿
が
描
か
れ

た
も
の
。
館
内
は
と
て
も
静

か
、
向
き
合
う
人
を
無
言
に

さ
せ
る
。
そ
れ
故
に
「
無
言

館
」
涙
な
し
で
は
み
ら
れ
な

い
。
外
に
出
る
と
主
人
の
目

に
も
光
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

  

カ
レ
ー
ズ
〈
地
下
水
路
〉
が

農
地
を
潤
し
て
い
る
。
天
山

の
雪
解
け
水
が
ゴ
ビ
に
し
み

込
ん
だ
地
下
水
を
、
暗
渠
を

掘
っ
て
地
表
に
導
き
生
活
用

水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の

で
あ
る
。 

終
わ
り
に
・
・
・
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
旅
は
先
人
た
ち

を
偲
ぶ
貴
重
な
体
験
で
あ
っ

た
。 

 

絲
綢
之
路
を
疾
る
の
記
（
３
） 

―
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
― 

入
江
昭
三 

洗
脳
と
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
違
い 

洗
脳
と
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
。
ど
ち
ら
も
怖
い
イ

メ
ー
ジ
の
あ
る
言
葉
だ
が
、

や
っ
て
る
こ
と
は
同
じ
に
見

え
る
。
こ
の
２
つ
は
ど
う
違

う
の
だ
ろ
う
？ 

洗
脳
と
は
、
あ
る
人
の
主

義
や
理
想
を
根
本
か
ら
変
え

る
こ
と
。
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
も
同
様
に
主
義
や
思

想
を
変
え
る
事
だ
が
、
洗
脳

と
の
大
き
な
違
い
は
「
暴
力

的
な
圧
力
が
あ
る
か
ど
う
か
」

に
あ
る
。
洗
脳
が
、
暴
力
や

飢
餓
、
薬
物
と
い
っ
た
暴
力

的
な
圧
力
を
与
え
て
、
無
理

や
り
考
え
を
変
え
る
こ
と
に

対
し
、
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し

て
あ
る
思
想
へ
と
〝
誘
導
〟

す
る
も
の
。
巧
み
な
話
術
や

環
境
な
ど
か
ら
、
自
然
と
考

え
を
変
え
る
よ
う
に
す
る
の

が
、
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
い
う
わ
け
だ
。 

ワ
カ
メ
の
ぬ
め
り
は
食
物
繊

維
の
ア
ル
ギ
ン
酸
に
よ
る
も
の

で
、
余
分
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
泄 

雑 

学 

館 

〈
新
疆 

ト
ル
フ
ァ
ン
〉 

敦
煌
か
ら
旅
の
帰
り
は
新

疆
ウ
ル
ム
チ
回
り
が
便
が
良

く
、
遺
跡
も
多
く
見
ど
こ
ろ

も
多
い
と
い
う
の
で
こ
ち
ら

周
り
の
ル
ー
ト
を
と
る
こ
と

に
し
た
。
オ
ア
シ
ス
都
市
ト

ル
フ
ァ
ン
で
観
光
を
満
喫
し

た
。
ト
ル
フ
ァ
ン
は
漢
代
以

来
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
地

と
し
て
歴
史
は
長
い
。
地
理

的
に
は
中
東
イ
ス
ラ
エ
ル
の

死
海
に
次
い
で
世
界
第
二
の

海
抜
が
低
い
処
だ
。 

街
に
入
る
手
前
で
、
異
様

な
山
並
み
が
目
に
入
っ
た
。

草
木
一
本
も
な
い
山
脈
が
延

び
、
赤
茶
け
た
岩
肌
が
火
を

ふ
き
そ
う
だ
。
西
遊
記
〈
孫 
  

私
は
口
や
耳
が
不
自
由
な

の
で
す
。 

十
八
才
の
時
、
高
校
卒
業

予
定
の
間
近
で
し
た
が
、
親

父
が
木
造
作
り
の
屋
根
か
ら

転
落
し
て
、
腰
の
骨
が
折
れ

て
二
年
間
の
入
院
生
活
と
な

り
ま
し
た
。
や
む
な
く
高
校

を
中
退
し
て
親
父
の
会
社
に

あ
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り

込
む
仕
事
を
し
ま
し
た
。
半 

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
と 

ワ
カ
メ
の
ご
は
ん 

キ
ッ
チ
ン 

川
俣
孝
子 

   

       

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

な
ん
で
も
落
語
講
座 

六 
 
 
 

絹
田
治
夫 

 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

 

高 昌 故 城 

 交 河 故 城 

 

私
の
経
歴 

福
山
淳
一 

  


